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報告の骨子

1. 経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』(令和4年5月)の狙いと主張

2. TEEP2019年度・2020年度実施『企業人事担当者調査』で分かった不足能力

3. TEEPが想定してきた実務家教員の「経験」と「コンピテンシー」

4. 実務家教員の経験を活かし、学生が不足能力を獲得する学習機会
「多職種連携PBL演習」の特徴

5． 『共同講座』～産官学による「共育の場」づくり～
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1.経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』
(令和4年5月)の狙いと主張
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（1）未来人材会議の問題意識

出典：経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』(令和4年5月)
スライド13＆14より抜粋
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（2）グローバル競争を戦う大企業の社長等が考える「求められる人材像」

出典：経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』(令和4年5月) スライド16＆17より抜粋
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（3）2030年、2050年における日本の労働需要の推計結果①

出典：経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』(令和4年5月) スライド19＆20より抜粋
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（3）2030年、2050年における日本の労働需要の推計結果②

出典：経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』(令和4年5月) スライド21＆27より抜粋
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（4）新たな未来を牽引する人材と育成観

出典：経済産業省・未来人材会議『未来人材ビジョン』(令和4年5月) スライド72、85＆93より抜粋
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2.TEEP2019年度・2020年度実施『企業人事担当者調査』
で分かった不足能力

実務家
教員は
実務家
教員は

学生の

能力開発
に資する

学生の

能力開発
に資する

実務家の
経験を活
かした
疑似体験

実務家の
経験を活
かした
疑似体験



NAGOYA CITY UNIVERSITY Graduate School of Economics / Faculty of Economics

「社会人基礎力」項目等で見た入社形態比較_新卒・中途×重要・満足

出典：名古屋市立大学委託「仕事現場で育成が追い
付いていない職能・人材ニーズ」実態調査報告書、株
式会社パソナグループ、2020年3月刊、21頁
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3.TEEPが想定してきた実務家教員の
「経験」と「能力」
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「経験」を重ねる、発展させるとは？
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右図出典：「SECIモデルとは？企業におけるナレッジマネジメントへの活用と具体例」より引用、https://www.brains-
tech.co.jp/neuron/blog/seci_model/ （2022年11月7日閲覧）

https://www.brains-tech.co.jp/neuron/blog/seci_model/
https://www.brains-tech.co.jp/neuron/blog/seci_model/
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4.実務家教員の経験を活かし、学生が不足能力を獲得する
学習機会「多職種連携PBL演習」の特徴
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「やっかいな問題」を題材に探究の場をプロセス・デザインし、
ファシリテーション

注：図表はイメージ画像です
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多職種連携PBL演習『共同講座』の例
「未来人材育成のために～産官学による「共育の場」づくり～」
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